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家族のきずなから広げたい心
山梨・大森　弥采
　私の家族は、父、母、兄二人と私の五人家族です。私の家族は、みんな学校から帰ったあとや、夜ごはんの時などにその日にあった事をそれぞれよく話しています。家族に、その日あった事を話すと楽しかった事は、何倍も楽しくなるし逆にかなしかった事を話すと気持ちが楽になります。だからその時間が私は好きです。家族のその日の出来事の話を聞くのも好きです。なぜなら家族一人一人の気持ちや考えが分かるからです。その人の気持ちが分かると、その人の気持ちに合わせてせっする事ができます。ふしぎだけど、家族の顔をみただけで「いつもとちがうかな」とか、「何かあったのかな」と気づくことがあります。そういうときは、おたがいに「どうしたの？」とか「何かあったの？」と声をかけます。だまっていても家族がきづいてくれた時、私はほっとして、うれしい気持ちになります。
　なやみや、相談したい事がある時に、人と話をすると、そのなやみがなくなったり、問題が解決したりすることがあります。だから私は、こまった事がある時は、家族や友達に話すようにしています。

もし私のまわりに、なやんでいる人や、いつもとちがうようすの人がいたら、私の家族がしてくれているように話しかけたり、話を聞いたりして相談にのってあげたいと思います。そして、ほっとしたりうれしい気持ちにしてあげたいと思います。

　私や兄が、まちがったことや、悪いことをしたとき、お父さんとお母さんは、注意したりおこったりします。その時はすごくこわいです。でもその後、私たちが反省すれば、自然にいつもどおり接してくれます。そして、同じことをくり返さないように次からは、どういう行動をするべきなのか考えるチャンスをくれます。注意されたり、おこられたりするのはいやなので、反省したら同じ事をまたやらないように気をつけます。注意されているときはいやだけれど、あとから私たちのためを思って言ってくれているんだなと思います。お母さんが「おこらないでほおっておく方が楽なんだよ。でもそれじゃあその人のためにならないから。注意する方も大変なんだよ。」と言ったことがあります。もし、お母さんやお父さんが注意してくれなくて、自分のやりたいほうだいにしていたら、ルールやきまりを守れない人になっていたと思います。

　よくテレビでいろいろな犯罪をしてしまった人のニュースを見ます。その時に、私はその人のまわりには、相談にのってくれたり、犯罪をとめてくれたりする人が、だれもいなかったのかなと思います。そして、その人のしょう来はどうなってしまうのかと考えてしまいます。私のように、まわりに話を聞いてくれたり相談にのってくれたり、注意してくれる人がいれば、犯罪や非行をしないですんでたかもしれません。まちがって犯罪や非行をしてしまった人も、きちんと反省をして、ふつうの社会にもどったときには、同じ事をくり返さないようにしてほしいと思います。
　犯罪や非行をなくす明るい社会をつくるために、私にできる事は、だれかがなやんでいる時には、相談にのってあげること。ふだんから、たくさんの人と話をして、いつもとちがうようすにはやくきづいてあげること。犯罪や非行など、悪いことをしそうな人がまわりにいたら注意してあげること。まちがったことや悪いことをしてしまったときに反省するチャンスをあげること。反省したらまた同じことをくり返さないようにみまもってあげることだと思います。そのために、これからも家族や友達などみぢかな人とコミュニケーションをとっていきたいと思います。みんなが思いやりをもって、やさしい心で人にせっしていけたら、いいと思います。それが社会全体へ広がっていったら、犯罪や非行のない明るい社会ができていくと思います。
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